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伊勢市教育委員会の学力向上に向けた取組 

～令和６年度全国学力･学習状況調査の結果を踏まえて～ 

 
 
１ 確かな学力と社会を形成する力の育成 
これからの日本社会は、将来の予測が困難な複雑で変化の激しいものとなるといわれています。

そのような社会で生きる子どもたちには、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、

「学びに向かう力、人間性等」の３つの柱からなる「資質･能力」を総合的にバランスよく育んで

いく必要があります。また、今後、子どもたちが社会で自立し、他者と協働しながら新たな価値を

創造していく力を身に付けるためには、課題の発見と解決に向けて主体的･対話的で深い学びを実

現させなければなりません。 

そこで、教員が子どもたちの学習における状況を丁寧に把握したり、自ら指導方法を不断に見直

し、改善したりしていくことが必要です。そのため以下の事業を通して、幼稚園、小・中学校等が

連携し取組を進めることができるよう支援しています。 
 
 
１ 学力の育成 

(1)学力向上推進事業 

・児童生徒の学習到達度を明らかにし、個に応じたきめ細かな指導に生かすために目標基準準拠

検査（CRT）を市内全小中学校で実施しています。 

・研究校を指定し、教育課程に係る実践研究を進めています。 

(2)GIGA スクール構想の推進  

・１人１台端末等 ICT を活用し、「個別最適な学び」「協働的な学び」を推進し、そのための活

用に係る教員研修の実施やコンピュータ等機器の環境整備を進めています。 

・情報教育推進委員を核に、情報リテラシーや情報モラル等の情報活用能力の育成に向けた取組

の充実を図っています。 

・学校への ICT 機器整備及び iPad の活用を推進するため、ICT 支援員を計画的に派遣し、教員間

の情報共有や授業等での活用について充実を図っています。 

 
 
２ グローバル教育の推進                   

(1) エンジョイイングリッシュ事業 

・小学校では、外国語によるコミュニケーション能力の素地や基礎を養うために、ALT との交流

を行っています。 

・中学校では、スピーチコンテストを開催し、授業の成果を発表する場を設けています。 

・小中学生を対象に、英語検定にチャレンジすることを通して、英語への関心意欲を高めるため、

英語検定料の補助を行っています。 

(2) ALT 活動事業 

・小学校では、３、４年生で外国語活動、５、６年生で外国語科が実施され、ALT は、担当教員

が行う授業を補助しています。 

・ALT は小学校１、２年生では、歌やゲームを中心とした外国語の活動や国際理解教育を行って

います。また、異文化理解のため、ALT が行事等に参加し、様々な場面で児童と交流できるよ

うにしています。 

・中学校では、ALT が授業に加わることで、生徒の生きた英語に触れる機会を増やし、授業が実

際のコミュニケーション場面の１つとなるようにしています。 
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３ 主体的に社会を形成する力の育成 

 (1) 児童生徒教育活動支援事業 

・「豊かな心を育む体験交流活動推進事業」として事業推進校を指定し、自然や環境、文化、ボ

ランティア等に関する体験・交流、創意工夫を生かした活動を行っています。 

・中学生が助産師や思春期保健相談士からいのちについての講義を聞いたり、赤ちゃんとふれあ

う機会をもったりして、自分や他者のいのちの大切さを知ることで、共感能力や自己肯定感を

高める機会を設定しています。 

(2) 環境教育の推進 

 ・学校や地域の実態に応じた特色ある環境教育・環境保全に関する取組を実施しています。 

 ・環境教育出前授業を積極的に活用した実践や、県内の公的機関・ボランティア団体等と連携し 

た環境教育を推進していきます。 

 
 
４ キャリア教育の推進 
(1)未来へチャレンジ！職場体験推進事業 

・キャリア教育の一環として、中学校２年生において職場体験活動を行っています。将来さまざ

まな生き方や進路選択の可能性があること等の学習を通して、生徒の勤労観・職業観を育てて

います。 

・地元企業のボランティア（ビジネスパーク伊勢）の協力による出前授業の実施により「地域の

子どもは地域で育てる」という気運を高めています。 

 
 

５ 幼児教育の推進 
(1) 保幼小の連携 

・途切れのない支援を充実させるため、保幼小が連携できるように、教育・保育の参観の機会や

情報交換の機会を設けています。 

(2) 教育研究プロジェクト（幼稚園教育） 

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を明確化し、発達段階を踏まえた幼稚園教育のあり

方について研究を進めています。 

・公開保育研究会の案内を小中学校教員にも発信し相互理解と連携を図っています。 

(3) 研修講座の実施（乳幼児教育専門講座） 

・乳幼児教育に係る今日的な課題を研修講座のテーマとして設定し、県内外の専門家を講師に迎

え、幼稚園教員、保育士、小中学校教員等とともに実践的な保育を学んでいます。 
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２ 令和６年度全国学力・学習状況調査の伊勢市の結果 

 

１ 令和６年度全国学力・学習状況調査について 

(1)調査の目的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児

童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じ

て、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

(2)調査日 

令和６年４月 18日（木）実施 

 

(3)対象者 

市内全小学校の第６学年（948 名）、全中学校の第３学年（941 名）で実施 

 

(4)調査科目 

小学校：国語、算数 

中学校：国語、数学 

 

(5)調査内容 

①教科に関する調査 

・出題内容は、下記アとイを一体的に問うもの 

ア 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において

不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

イ 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て

実践し評価・改善する力等 

※調査問題は学習指導要領（小学校調査においては平成 29年告示、中学校調査においては

平成 30 年告示）に示された目標及び内容等に基づいて作成。 

 

②生活習慣や学習環境等に関する調査 

・児童生徒に対する学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 

（児童・生徒質問紙） 

・学校に対する指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査 

（学校質問紙） 

 

(6)調査結果についての考え方 

・伊勢市の教育施策・各学校の教育の改善、各児童生徒の全般的な学習状況の改善等につなげる

ことが重要であると考えています。 

・調査により測定できるのは学力の特定の一部分であること、学校における教育活動の一側面で

あることを踏まえ、調査結果を活用しています。 

 

 

 



     

－4－ 

 

２ 学校質問紙・児童生徒質問紙の調査結果 

学校質問紙・児童生徒質問紙から伊勢市の学校の様子・子どもの様子を見ていきます。 

※以下、小学校対象の学校質問紙は（小学校）、中学校対象の学校質問紙は（中学校）、小学生の児童質

問紙は（児童）、中学生の生徒質問紙は（生徒）と記載。小学校のグラフの背景は水色、中学校はピン

ク色にしました。 

※1％未満は、グラフには記載されていません。 

(1)自己有用感 

グラフ１（児童）               グラフ２（生徒） 

グラフ１・２は「自分にはよいところがあると思うか」を聞いたものです。昨年度、「当ては

まる」、「どちらかといえば当てはまる」と回答した子どもの割合は、小・中学校ともに全国の

割合を上回っていましたが、今年度は中学校において全国の割合を下回っていました。 

グラフ３（児童）               グラフ４（生徒） 

グラフ５（児童）                グラフ６（生徒） 

グラフ３・４は「先生はあなたのよいところを認めてくれているか」、グラフ５・６は「人の

役に立つ人間になりたいと思うか」を聞いたものです。今年度、「当てはまる」、「どちらかと

いえば当てはまる」と回答した子どもの割合は、両質問とも、小学校において全国の割合を上回

ったものの、中学校においては課題がみられました。 
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(2)児童生徒の基本的生活習慣について 

グラフ７（児童）             グラフ８（生徒） 

グラフ９（児童）             グラフ 10（生徒） 

グラフ７・８は「朝食を毎日食べているか」、グラフ９・10 は「毎日同じくらいの時刻に寝て

いるか」を聞いたものです。昨年度、小学校では基本的な生活習慣に課題がみられましたが、今

年度は小・中学校ともに「している」、「どちらかといえばしている」と回答した子どもの割合

は、全国の割合を上回っています。 

 

(3)児童生徒の家庭での学習習慣について         

  グラフ 11（児童）             グラフ 12（生徒） 

グラフ 13（児童）             グラフ 14（生徒） 
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グラフ 11・12 は「平日に勉強する時間」を聞いたものです。伊勢市では、「１時間以上」と回

答した子どもの割合は、小学校で全国の割合を下回っています。昨年度と比べて、全国の割合と

の差は縮まったものの、いまだ全国の割合との差があります。中学校では、昨年度に引き続き、

全国の割合を上回っています。 

グラフ 13・14 は「休日に勉強する時間」を聞いたものです。伊勢市では、小・中学校ともに全

国の割合を下回っています。 

             グラフ15（小学校）             グラフ16（中学校） 

グラフ15・16は学校に対して、「家庭での学習方法等について具体例を挙げながら教えたか」を

聞いたものです。「よく行った」、「どちらかといえば行った」と回答した割合は、小学校では上

回っていましたが、中学校では全国の割合を下回っており、改善の必要があります。 

           グラフ 17（小学校）             グラフ 18（中学校） 

グラフ 17・18 は学校に対して、「家庭学習を指導改善・学習改善に生かしたか」を聞いたもの

です。小・中学校ともに昨年度よりも改善されております。特に、昨年課題が見られた中学校に

おいても全国の割合を上回っております。 

   グラフ 19（小学校）             グラフ 20（中学校） 

グラフ 19・20 は「自分で計画を立てて勉強をしているか」を聞いたものです。今年度、小学校

では、「よくしている」、「ときどきしている」と回答した割合が全国を下回っていました。一

方、中学校では平成 31 年度以降、全国を上回っており、家庭での学習を計画的に実施しているこ

とがわかります。 
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家庭学習については、児童生徒質問紙調査と学校質問紙調査の結果を比較し、各学校において

課題を明らかにするとともに、家庭学習について子ども及び保護者への働きかけについてさらに

検討する必要があります。 

 

(4)児童生徒の学校生活について 

グラフ 21（児童）              グラフ 22（生徒） 

グラフ 21・22 は「学校に行くのが楽しいと思うか」を聞いたものです。「当てはまる」「どち

らかといえば、当てはまる」と答えた割合は小学校で全国の割合を下回り、中学校では、全国の

割合を上回っていました。学校生活への安心感や充実感がある子が多いと考えられますが、肯定

的に回答できなかった児童生徒の原因について教育相談等を通じて明らかにし、具体的な改善に

取り組む必要があります。 

グラフ 23（児童）              グラフ 24（生徒） 

グラフ 23・24 は「いじめはいけないことだと思うか」を聞いたものです。「当てはまる」「ど

ちらかといえば、当てはまる」と回答した割合は、小学校で全国の割合を上回り、中学校では、

下回っていました。今後も豊かな人間性を育むために、様々な出会いや経験を積み重ねるような

教育機会をより一層充実させていきます。 

 

(5)地域や社会にかかわる活動の状況について 

グラフ25（児童）              グラフ26（生徒） 
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グラフ 25・26 は「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思うか」を聞いたものです。

伊勢市では、「当てはまる」、「どちらかといえば当てはまる」と回答した割合は、昨年度課題

が見られた小学校では全国の割合と同数で、中学校では全国の割合を上回っています。 

小学校では、社会科や生活科、総合的な学習の時間等の学習を通して、さらに地域社会に対す

る誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚を養っていく必要があります。 

 

(6) 主体的・対話的で深い学びの視点による学習指導の改善について 

平成29年３月31日に学習指導要領が告示され、小学校では令和２年から、中学校では令和３年

度全面実施されました。 

今回の学習指導要領の改訂では、学ぶことに興味や関心をもち、毎時間見通しを持って粘り強

く取り組むなどの「主体的な学び」、個人で考えたことを意見交換したり、議論したりすること

で新たな考え方に気付いたりするなどの「対話的な学び」、課題の追究、課題の解決を行う探究

の過程に取り組むなどの「深い学び」の実現に向けた授業改善が求められています。 

児童生徒質問紙では、以下の質問によって、「主体的・対話的で深い学び」を目指した授業の

実践の状況を検証しています。 

グラフ 27（児童）              グラフ 28（生徒） 

グラフ29（児童）              グラフ30（生徒） 

       グラフ 31（児童）                グラフ 32（生徒） 

グラフ 27・28 は「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思

うか」を聞いたものです。「当てはまる」、「どちらかといえば当てはまる」と回答した割合は、

昨年度に引き続き小中学校とも全国の割合を上回っています。 
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グラフ 29・30 は「授業で、自分の考えを発表す機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資

料や文章、話の組み立て等を工夫して発表していたと思うか」を、グラフ 31・32 は「学級の友達

との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができているか」を

聞いたものです。「当てはまる」、「どちらかといえば当てはまる」と回答した割合は、小・中

学校ともに昨年度からポイントを上げ、全国の割合を上回っています。 

今後も主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、授業改善に取り組んでいきます。 

 

(7)ICT 機器の活用について 

グラフ 33（児童）               グラフ 34（生徒） 

グラフ 35（児童）               グラフ 36（生徒） 

グラフ 37（児童）               グラフ 38（生徒） 

グラフ 33・34 は「前年度までに受けた授業で、コンピュータなどの ICT 機器をどの程度使用したか」

を聞いたものです。小・中学校ともに、全国の平均を大きく上回っており、日常的にICT機器が活用さ

れていることがわかります。 

グラフ 35・36 は「ICT 機器で、画像や動画、音声等を活用することで、学習内容がよく分かったか」

グラフ 37・38 は「ICT 機器で、自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができるか」を聞いたも

のです。小・中学校ともに全国の割合を大きく上回っています。 

日常的にICT機器が活用されていますが、今後は活用の場面を見極め、効果的にICT機器が活用され

るよう取組を進めていく必要があります。 
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(8) 全国学力・学習状況調査結果の活用について 

  グラフ 39（小学校）             グラフ 40（中学校） 

グラフ 41（小学校）              グラフ 42（中学校） 

グラフ 39・40 は「全国学力・学習状況調査の結果を教育活動改善のために活用したか」を、

グラフ 41・42 は「全国学力・学習状況調査の結果を独自の学力調査と併せて分析し、具体的な

教育指導の改善や指導計画等への反映を行ったか」を学校に対して聞いたものです。 

両項目において小・中学校ともに全校が肯定的な回答をしており、全国学力・学習状況調査の

結果を子どもたちの現状を把握し、改善のために活用していることがわかります。 

今後も、学校の教育活動や学校運営の状況に関する情報を積極的に保護者や地域に提供するこ

とで、家庭、地域との連携を深め、子どもたちの確かな学力の育成のために活性化を図っていく

ことが大切です。 
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３ 教科に関する調査の結果 

(1)各教科の正答の状況 

  教科に関する調査の平均正答率・正答数は次のとおりです。 

令和６年度の教科に関する調査の概要 

  
小学校調査 中学校調査 

国語 算数 国語 数学 

R6 全国 

平均正答数 
9.5／14 10.1／16 8.7／15 8.4／16 

R6 三重県 

平均正答数 
9.4／14 10.0／16 8.5／15 8.4／16 

R6 全国 

平均正答率(%) 
67.7 63.4 58.1 52.5 

R6 三重県 

平均正答率(%) 
67.1 62.3 57.0 52.7 

R6 伊勢市 

平均正答率概要 

全国と 

ほぼ同じ 

全国と 

ほぼ同じ 

全国と 

ほぼ同じ 

全国を 

上回っている 

 

 

※国語、算数・数学の平均正答率は、それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率（概

数）です。 

※平均正答率概要については、全国と伊勢市の差異が±3%以内をほぼ同じと表しています。 

 

(2)各教科の結果概要 

※「平均正答数」は児童生徒の正答数の平均です。 

※「平均正答率」は平均正答数を百分率で表示しています。 

※概要の「各領域の平均正答率の状況」は、文部科学省から提供されたグラフであり、学習指導

要領に示されたその教科における各領域の、伊勢市と全国（公立）の平均正答率を表したもの

です。 

※「特徴的な結果であった設問とその出題の趣旨」に記載の記号の見方 

○：正答率が、全国平均よりも３ポイント程度以上高い設問のうち主な設問 

▽：正答率が、全国平均よりも３ポイント程度以上低い設問のうち主な設問 

※設問ごとの正答率は、それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の百分率で

す。  
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小学校〈国語〉 
①概要 

小学校〈国語〉 

各
領
域
の
平
均
正
答
率
の
状
況 

 

課
題
等 

・今回出題された学習内容のうち、「(3) 我が国の言語文化に関する事項」、「Ａ

話すこと・聞くこと」、「Ｂ書くこと」において、全国の平均正答率を下回って

います。特に、「Ａ話すこと・聞くこと」で課題が大きくなっています。 

 

②特徴的な結果であった設問とその出題の趣旨 

知識及び技能 

（1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 

２三  学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う 

▽アきょうぎ   ○イなげる  

 

思考力、判断力、表現力等 

Ａ：話すこと・聞くこと 

▽１一 目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、伝え合う内容を検討す

ることができるかどうかをみる 

Ｃ：読むこと 

○３二(2) 人物像を具体的に想像することができるかどうかをみる 

 

 

 
 
 



     

－13－ 

 

小学校〈算数〉 
①概要 

小学校〈算数〉 

各
領
域
の
平
均
正
答
率
の
状
況 

 

課
題
等 

・今回出題された学習内容のうち、全ての領域において、全国の平均正答率を下回

っています。特に、「Ｃ変化と関係」で課題が大きくなっています。 

 

②特徴的な結果であった設問とその出題の趣旨 

Ａ 数と計算 

▽２(1)  計算に関して成り立つ性質を活用して、計算の仕方を考察し、求め方と答

えを式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる 

Ｂ 図形 

▽３(3)  球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め

方を式に表すことができるかどうかをみる 

Ｃ 変化と関係 

▽４(3)  道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、その理由を言葉

や数を用いて記述できるかどうかをみる 

Ｄ データの活用 

○５(1)  円グラフの特徴を理解し、割合を読み取ることができるかどうかをみる 
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中学校〈国語〉 
①概要 

中学校〈国語〉 

各
領
域
の
平
均
正
答
率
の
状
況 

  

 

課
題
等 

・今回出題された学習内容のうち、「Ａ話すこと・聞くこと」「Ｂ書くこと」

「Ｃ読むこと」において全国の平均正答率を下回っています。特に、「Ａ話す

こと・聞くこと」で課題が大きくなっています。 

 

②特徴的な結果であった設問とその出題の趣旨 

思考力、判断力、表現力等 

Ａ：話すこと・聞くこと 

▽１一 必要に応じて質問しながら話の内容を捉えることができるかどうかをみる 

▽１四 話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考えをま

とめることができるかどうかをみる 

Ｂ：書くこと 

▽３四 表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる文章になるように工

夫することができるかどうかをみる 
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中学校〈数学〉 
①概要 

中学校〈数学〉 

各
領
域
の
平
均
正
答
率
の
状
況 

 

課
題
等 

・今回出題された学習内容のうち、すべての領域において、全国の平均正答率を上

回っています。 

 

②特徴的な結果であった設問とその出題の趣旨 

Ａ 数と式 

○２   等式を目的に応じて変形することができるかどうかをみる 

○６(2） 目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立

つ理由を説明することができるかどうかをみる 

Ｄ データの活用 

○５     簡単な場合について、確率を求めることができるかどうかをみる 

○７(3) 複数の集団のデータの分布から、四分位範囲を比較することができるかど

うかをみる 
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４ 課題が見られた設問の指導に当たってのポイント 

 (1)小学校国語 

①目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、伝え合う内容を検討する 

（対応設問１一） 

話すことにおいては、自分の目的や意図に応じるとともに、聞き手の求めていることに応じ

て集めた材料をどのように整理すればよいかを考えることが求められる。また、話す際の材料

の整理だけでなく、聞くこと、話し合うことにおいても、聞いたり話し合ったりすることを具

体的に考え、関係する材料を整理しておくことが重要である。 

本設問では、和田さんが村木さんからのメールの内容を受けて、紹介する内容を【和田さん

のメモ】に整理している。和田さんが自分の目的や意図、聞き手の求めていることに応じて、

集めた材料をどのように整理しているかを捉えることが求められる。 

学習指導に当たっては、交流する前に、話合いの目的や方向性、聞き手の求めていることを

知り、それらを踏まえて、展開や内容を想定し、伝え合う内容を検討する場面を設定すること

が重要である。その際、集めた材料を聞き手が知りたい内容と自分が伝えたい内容に整理した

り、目的に応じて優先順位を考えたりできるようにすることが大切である。また、必要に応じ

て提示する資料を検討するよう促すことも考えられる。 

 

②学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う 

（対応設問２三ア） 

漢字を書くことについては、当該学年の前の学年に配当されている漢字を書き、文や文章の

中で使おうとする習慣を身に付けるようにするとともに、当該学年に配当されている漢字を漸

次書き、文や文章の中で使うようにすることが重要である。 

第５学年及び第６学年は、漢字による熟語などの語句の使用が一層増加する時期であるた

め、漢字のもつ意味を考えて使う習慣が身に付くようにすることが大切である。その際、〔知

識及び技能〕⑴言葉の特徴や使い方に関する事項「ウ 文や文章の中で漢字と仮名を適切に使

い分けるとともに、送り仮名や仮名遣いに注意して正しく書くこと」や「オ 思考に関わる語

句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変化につい

て理解し、語彙を豊かにすること。また、語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や

語句を使うこと」との関連を図り、指導の効果を高めることが考えられる。 

 

③人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりする 

（対応設問３三） 

登場人物の人物像を具体的に想像するためには、登場人物の行動や会話、様子などを表して

いる複数の叙述を結び付け、それらを基に性格や考え方などを総合して判断することが必要で

ある。また、物語の全体像は、登場人物や場面設定、個々の叙述などを基に、その世界や人物

像を豊かに想像することで捉えられる。「何が書かれているか」という内容面だけでなく、

「どのように描かれているか」という表現面にも着目して読むことが、物語の全体像を具体的

に想像するために重要である。 
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また、表現の効果を考えるとは、想像した人物像や全体像と関わらせながら、様々な表現が

読み手に与える効果について自分の考えを明らかにしていくことである。感動やユーモアなど

を生み出す優れた叙述、暗示性の高い表現、メッセージや題材を強く意識させる表現などに着

目しながら読むことが重要である。 

本設問では、【話し合いの様子】を踏まえ、【物語】を読んで、心に残ったところとその理

由を、【物語】から言葉や文を取り上げてまとめることが求められる。 

学習指導に当たっては、それぞれの心に残ったところとその理由を交流することにより、人

物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすることができるようにす

ることが大切である。文学的な文章を読む学習においては、文章を読む観点を焦点化すること

も考えられるが、児童がそれぞれの読み方で読むことができるよう、配慮することも大切であ

る。その際、友達が着目したところと自分が着目したところを比べることを通して、児童自身

が「人物像」や「物語の全体像」、「表現の効果」のどの観点で読んだのかを明確にしていく

ことができるようにすることが大切である。 

児童によっては、心に残ったところとその理由を書くことが難しい場合が考えられる。その

ような場合には、教師や複数の児童で言葉の意味や様子を確認しながら、場面によって登場人

物の行動や会話がどのように変化したかといったことを一緒に読んでいくことも必要である。 

心に残ったところは書けるが、その理由を書くことが難しい児童に対しては、「なぜかとい

うと」や「～からです」など、思考そのものに関わる語句を例示することが考えられる。ま

た、物語の全体像をつかむことができても、根拠となる叙述を明確にすることが難しい児童に

対しては、「～のところから」など、根拠を表す語句を例示することが考えられる。 

このように、〔知識および技能〕の⑴「言葉の特徴や使い方に関する事項」と関連させて、

自分の考えを適切に表現することができるように指導すると効果的である。 
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＜小学校国語授業アイデア例①＞（設問１一に対応） 
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＜小学校国語授業アイデア例②＞（設問３全体に対応） 
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 (2)小学校算数 

①計算に関して成り立つ性質を活用して、計算を工夫できるようにする（対応設問２(1)） 

計算に関して成り立つ性質を活用して、計算を能率的に処理できる場合があることに気付

き、計算を工夫できるようにすることが重要である。 

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、トラック２台で運ぶことができる米の重さが

700kg であることを基に、トラック 16 台で運ぶことができる米の重さの求め方を考え、説明

する活動が考えられる。その際、下の図のように、かける数を８倍にすると積も８倍になると

いう計算に関して成り立つ性質を活用していることを、図や式を用いて場面と関連付けて理解

できるようにすることが大切である。さらに、答えの求め方について、筋道を立てて説明でき

るようにすることも大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②二つの数量の関係に着目し、場面に応じて速さの比べ方を考察できるようにする 

（対応設問４(3)） 

場面や目的に応じて、単位時間当たりに移動する長さや、一定の長さを移動するのにかか

る時間として速さを捉え、速さを比べることができるようにすることが重要である。 

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、二人の歩く速さの比べ方を考察する活動が考

えられる。その際、二人の歩いた道のりとかかった時間を確認し、道がまっすぐであることや

曲がっていることに関係なく、二人の歩いた道のりが等しい場合はかかった時間で速さを比べ

ることができることを説明できるようにすることが大切である。このとき、道のりが等しいこ

とだけではなく、かかった時間が短いことも説明できるようにすることも大切である。また、

道のり÷時間を用いて速さを求めることで二人の歩く速さを確認できるようにすることも大切

である。 
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③図形を構成する要素やそれらの位置関係に着目し、見取図をかくことができるようにする 

（対応設問３(3)） 

身の回りの形から図形を捉え、図形を構成する要素を見いだし、体積を求めるために必要な

情報を判断できるようにすることが重要である。 

指導に当たっては、例えば、本設問のように、球の形をしたボールがぴったり入る立方体の

形をした紙の箱の体積を調べる活動が考えられる。その際、立方体を真上や真横から観察する

などして、球はどこから見ても同じ円であることや、その円の直径の長さは球の直径の長さと

等しく、立方体の一辺の長さと等しいことを理解できるようにすることが大切である。 

また、立方体の体積は、一辺の長さを測ることによって、（一辺）×（一辺）×（一辺）の

式で求められることを理解できるようにすることも大切である。 

さらに、下のように、平成 21 年度【小学校】算数Ｂ１(3)のような長方形の横の長さが円の

直径の長さの三つ分と等しいことを捉え、円の半径の長さを求める活動も考えられる。 
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＜小学校算数授業アイデア例①＞（設問３(3)に対応） 
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＜小学校算数授業アイデア例②＞（設問４(3)に対応） 
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 (3)中学校国語 

①話の内容を正確に理解するために質問する（対応設問１一） 

質問する際には、話の内容を捉え、知りたい情報に合わせて効果的に質問することが重要で

ある。その際、第１学年〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ａ話すこと・聞くこと」の(2「ア

紹介や報告など伝えたいことを話したり、それらを聞いて質問したり意見などを述べたりする

活動。」などの言語活動を通して、適切な機会を捉えながら、話し手が伝えたいことを確かめ

たり、足りない情報を聞き出したりするなど、目的や状況に応じて質問できるように指導する

ことが大切である。 

例えば、実際に話合いをする学習において、目的や状況に応じた質問になっているかを検討

したり振り返ったりするような学習活動を位置付けることが考えられる。その際、質問の意図

が明確であったか、質問の意図が聞き手に伝わったか、質問が話合いの話題に沿っていたかな

どについて、質問を具体的に取り上げて検討できるように指導することが大切である。このよ

うな指導を行う際には、ICT 機器を活用して話合いの場面を記録し、その記録を用いることも

効果的である。 

 

②話題や展開を捉えながら話し合い、発言を結び付けて自分の考えをまとめる（対応設問１四） 

話合いを通じて自分の考えをまとめる際には、何についてどのような目的で話し合っている

かといった、目指している到達点を常に意識し、互いの発言を結び付けられるようにすること

が重要である。そのためには、話合いにおけるいずれの段階においても、話題を意識しながら

その経過を捉えて話したり聞いたりすることができるように指導することが大切である。ま

た、話合いの展開に応じて、互いの発言を結び付け、話し合った内容を踏まえて自分の考えを

まとめられるように指導することも大切である。 

例えば、グループで話題を決めて話し合い、話し合ったことを基に自分の考えをまとめる学

習活動が考えられる。その際、話合いの序盤で話題について共通理解したり、発言がある程度

出された段階でそれらの内容を整理したりするなど、小学校で学習したことを生かして建設的

に話し合うことが重要である。その上で、自分の発言と他者の発言とを結び付けたり、他者同

士の発言を結び付けたりして自分の考えをまとめ、自分の考えの基になった発言や話合いの内

容を整理して述べることができるように指導することが大切である。また、自分の考えが話合

いの話題や内容とどのように結び付いているのか、そのつながりが分かるようにまとめること

ができたかなどを振り返ることも効果的である。 

 

③自分の伝えたいことが伝わるように、表現の効果を考えて工夫して書く（対応設問３四） 

自分の考えが伝わる文章になるように工夫する際には、用いた語句や表現が、文章の内容を

伝えたり印象付けたりする上で、どのように働いているかを確かめながら、より効果的な語句

や表現を選ぶことが重要である。その際、自分が読み手に伝えたいことを明確にし、そのねら

いに応じた表現の工夫ができているかを確かめることができるように指導することが大切であ

る。 

例えば、物語を創作する学習の中で、下書きした文章などを読み合い、どのようなことを伝

えようとして各場面の内容を構想していたのか、自分の伝えたいことが伝わるような描写にな

っているのかなどを、説明したり確かめたりする学習活動が考えられる。 
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＜中学校国語授業アイデア例①＞（設問１全般に対応） 
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(4)中学校数学 

①問題解決のために数学を活用する方法を考え、説明できるようにする（対応設問８(2)） 

   様々な問題を数学を用いて解決できるようにするために、問題解決の構想を立てたり、問題解

決の過程や結果を振り返ったりする活動を取り入れることが大切である。その際、数学を活用する

方法を説明できるように指導することが大切である。 

本設問を使って授業を行う際には、ストーブを使用し始めてから１８Ｌの灯油を使い切るまでの

「強」の場合と「弱」の場合の使用時間の違いはおよそ何時間になるかを求める方法について、式

やグラフをどのように用いればよいかを説明する場面を設定することが考えられる。このとき、式

を用いる場合とグラフを用いる場合について、例えば、次のような説明ができるようにすることが

大切である。 

 

〈式を用いる場合〉 

「強」の場合の式と「弱」の場合の式について、それぞれの式に y ＝０ を代入し、x の値の差

を求めればよい。 

 

〈グラフを用いる場合〉 

「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフについて、y の値が０のときの x の値の差を求

めればよい。 

 

このような説明ができるようにするためには、例えば、使用時間の違いを求めた後にその方法を

説明する活動を取り入れることが考えられる。その際、解決の方法として表現が不十分な説明を取

り上げ、問題解決の見通しを共有した場面や使用時間の違いを求める過程を共有した場面を振り返

りながら、十分な説明にしていく場面を設定することが考えられる。 

上記のことを含めた学習活動の例として、次のことが考えられる。 
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＜中学校数学授業アイデア例＞（設問８全般に対応） 
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５ 結果を踏まえた取組の重点 

(1) 校内研修の充実 

伊勢市では、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通して、すべての学校に

おいて「わかる授業」の実施を目指し取り組んでいます。 

各校の校内研修では、学習指導要領に示されている資質･能力を育むため、「指導と評価の一

体化」について研修を深めるとともに、見通しを立てたり、振り返ったりする学習活動の研修

を進めています。 

また、目標基準準拠検査（CRT）と WEB-QU（よりよい学校生活と友達づくりのためのアンケ

ート）を実施・活用し、よりよい集団づくりと授業改善の取組を充実させています。 

これらの取組を充実させるため、指導主事を各学校に派遣し、各校の課題に応じた指導・支

援を行っています。 

 

(2)令和６年度全国学力・学習状況調査等の結果の活用 

令和６年度全国学力・学習状況調査や CRT 等の結果を踏まえ、学校訪問等により学力向上の

取組について各学校と情報共有を行い、子どもたちの確かな学力の定着を図っています。 

また、全国学力・学習状況調査や CRT 等の学力調査を用いた分析の仕方や、授業への生かし

方について、研修会を行っています。 

 

(3)学力向上推進事業の研究指定校の研究とその成果の普及  

学力向上推進事業の教育課程に係る研究指定校（小学校２校）で、令和６年度全国学力･学習

状況調査や CRT 等で見られた課題を解決する授業改善の取組や、ICT を活用した各教科での資

質・能力の育成を目指した授業づくりの研究の一端を公開します。教職員へ積極的な研究発表

会への参加を促すとともに、その成果を校内研修等で活用します。 

また、読売新聞社の「よむ YOMU ワークシート」を活用し、単一の情報のみに基づくのではな

く、複数の情報を比較したり、関連付けたりして検討する力をはじめとした読解力の向上を図

ります。 

 

(4)ICT 機器を活用した授業改善 

伊勢市では、日常的に授業の様々な場面で、タブレット端末等 ICT 機器が活用されています。

「主体的・対話的で深い学び」の実現のため、タブレット端末等 ICT 機器を効果的に活用し、

「個別最適な学び」、「協働的な学び」を一体的に進め、授業改善につなげていきます。 

 

(5)家庭・地域等との連携 

各学校で、家庭学習の手引や学校便り等を通じて、令和６年度全国学力・学習状況調査等の

結果を説明することで、子どもたちの生活習慣・学習習慣・読書習慣等の現状を家庭や地域へ

発信しています。 

研修会や学校訪問をとおして、各学校に家庭学習を充実させるための声掛けをしていきます。

また、タブレット端末に導入されているドリルソフトを使った学習や三重県教育委員会作成の

ワークシート等の活用を進め、家庭学習の改善を図っています。 
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